







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑨起業の “ 要 ” は「人と同じことはしない」
（サティスファクトリーインターナショナル代表取締役　小松
武司さん，平成2年商学部卒）
「意志があれば，結果は自力で勝ち取れる」「成功の反対
は『挑戦しない』こと。失敗を恐れるな」。
所属する国際経営者協会（IMA）からの派遣による専修
大学経営学部の寄付講座で講義を受け持ち，人生の先輩と
して学生たちに熱いメッセージを送る。
広島県府中市で生まれ，福山市で育った。専大時代は流
通を学び，1年間休学し米国に留学も。1981年，大手流通
会社に入社したものの「ここは自分のフィールドではな
い」と6カ月で退職。
旅行会社の営業で実績を残し96年，起業に乗り出した。
会社経営は少年時代からの夢。スタートは，学生時代の友
人とともにフランチャイズ加盟のカフェ経営。その後，釜
めしデリバリー店も始めたが，大手競合店の出現などでい
ずれも失敗。
コストを見直す中で，浮かび上がったのが廃棄物の処
理。その道筋が業界の中で確立されていないのを，ビジネ
スチャンスととらえた。
2000年，企業の廃棄物・リサイクルにかかわるマネジメ
ントやコンサルティングサービスを開始。店舗，工場など
から出される廃棄物の現状を分析し，廃棄コストの適正
化，リサイクルの推進と同時に廃棄物を出さないための工
程の見直しをアドバイスする。
「費用をかけて処理していたゴミ」が，商品として収益
源の一つになる。さらに環境問題に応えることにも―。
ビジネス効果は予想を超え，現在，取引をしている事業所
は7千を数える。廃棄物処理のノウハウは，取り組んでい
る東日本大震災の被災地支援活動にも生かされている。
「ものごとが進化したところから“風景”が見えます」
貫いた精神は「人と同じことはしない」。証券会社の営
業部長で，人生の師であった亡き父・昌博さんの教えだ。
 （平成23年6月15日，489号）
⑩魚沼に U ターン銘酒の販路拡大担う
（（株）八海山執行役員　営業企画商品開発室長　中俣善也さ
ん，平成4年商学部卒）
銘酒「八海山」は，老若男女問わず幅広いファンを持つ
新潟を代表する日本酒のひとつ。地酒ブームの火付け役と
なり，十数年前までは入手し難い「幻の酒」と言われた。
新蔵を建設して生産量が増え，現在「3万石」を誇る。販
売網を広げ，米や麹を使った商品開発や多角経営にも乗り
出している。その商品開発部門のトップに就いている。
「八海山」のお膝元，新潟県南魚沼市に生まれ育った。
商学部で学んだ専大時代は，東京・新宿にある百貨店の玩
具売り場でアルバイトにいそしんだ。
「受験を終えて入学間もなく燃え尽き症候群になってし
まって。このままではいけない，懸命に取り組む何かを見
つけたいと思いました」
職場の人間関係に恵まれ，「人に使われ，人を使う際の
機微や顧客をつかむコツを探りました」。殿村晋一教授
（現名誉教授）のゼミで学び，サークルは広告研究会で雑
誌を作った。
「悔いのない4年間でした」
卒業後も迷わず「デパートで」と，新宿の別の百貨店に
就職。入社して5年，婦人雑貨売り場を任され，百貨店勤
務が天職のように思えた矢先，30歳を目前にして退職し，
故郷に U ターン。「いずれ故郷に帰ることを両親と約束し
ていましたから。仕事が面白くて，このままでは東京を離
れられなくなると思っての決断」と振り返る。
父と先代の社長が知り合いという縁から地元の八海醸造
に就職。持ち前の社交性と柔軟性で，畑違いの商売にもす
ぐ溶け込んだ。
「内心，会社と自宅を往復する毎日かなと思った」のは
大違い。営業担当として営業所新設で，東京勤務1年，大
阪勤務5年。百貨店時代に培った営業センス，人脈を生か
した販路拡大の一翼を担った。
「八海山」には，進取の気性と，杜氏や製造から経営に
至るまで，すべて品質を基準に取り組む志が貫かれる。
「最も力を入れているのは大吟醸ではなく普通酒（清酒，
本醸造）。大吟醸の造りを応用し，高級酒並みの品質で
シェアも一番。まず普通酒をお勧めします」。根っからの
営業マンだ。
 （平成25年10月15日，517号）
⑪在学中ビデオで腕磨く　ゲームの和が大切です
（TV・CF 制作会社のアシスタントプロデューサー　中村和人
さん，平成5年商学部卒）
数多くのテレビ・コマーシャルが放映されている中に，
時々ホッとさせられるものがある。その一つに「サント
リー烏龍茶」のコマーシャルがある。この CM 制作に携
わったのが，TV・CF 企画・制作会社「21インコーポレー
ション」（東京都中央区銀座7丁目）の中村和人さん。この
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ほか，担当した CM は数多いが「ホンダS-MX」もよく
知られている。
東京の東海大学高輪台高校時代から数学が得意だったの
で，商学部会計学科に進んだ。
「入学前は地味な印象だったが，明るい雰囲気の大学だ
と分かった」
小学校6年生から NHK 東京放送児童劇団に入ってい
て，高校まで在籍し，テレビの教育番組に数多く出演して
いた。しかし，大学ではゼミにもサークルにも入らなかっ
た。授業はきちんと出て，3年次までにほとんどの単位を
取得した。3年次夏には，大学の国際交流奨励制度で2ヵ月
間，ニューヨークで英会話の語学研修を受けた。
「世界中から学生が来ていて，度胸がつきました」
高校時代から，劇団で知り合った友人たちとビデオ制作
を始め，大学在学中は町のイベント，美術館などのビデオ
など制作を依頼された。「金儲けではなく，ボランティア
だった」と話す。おかげで，多くのプロアーチストと知り
合うことができ，いまの仕事にプラスになっている。
4年次になって，テレビ CM 制作会社に就職しようと考
えた。そこで，CM 専門誌の広告欄や「マスコミ電話帳」
で就職先を探し，35年間も CF を手掛けている現在の会社
を受験。芸術や落語などについて論ずるなどユニークな筆
記試験。面接では「会計学科なのになぜ制作会社を受けた
のか」の質問に「どんな仕事でも金銭感覚が必要です」と
答えた。
仕事は，広告代理店から CF 制作を依頼され，予算・ス
タッフを決め，スケジュール管理，撮影現場の進行，タレ
ントの日程調整など何でもやる。映画の“制作進行”と同
じ。アシスタントプロデューサーの肩書で，プロデュー
サーとフリーのスタッフとの調整役だが，いずれはプロ
デューサーに……。景気の低迷で，以前ほど制作本数は多
くはないと言う。
「チームでやる仕事なので，一生懸命に働いてくれるス
タッフがどれだけいるか，人との付き合いの大切さを実感
しています」と，心から仕事を楽しんでいるようだ。
 （平成11年11月15日，350号）
⑫本学2人目の NHK アナ　「情報の重要性」認識
（NHK 宇都宮放送局アナウンサー　村上真吾さん，平成7年商
学部卒）
秋田県や栃木県の方には特におなじみのこの顔は，
NHK（日本放送協会）宇都宮放送局の村上真吾さん。本
学で2人目の NHK アナウンサーである。
日本大学習志野高校から本学商学部商業学科に進学。英
語研究会（ESS）では，代表を務めた。また吉田富義ゼミ
ナールでは，コンビニエンスストアをテーマに「ヒット商
品の商品学的研究」をまとめた。一方でホテルのベルボー
イのアルバイトを経験。さまざまな活動の中で村上さんは
「情報の重要性」を強く意識し，就職先もそれにかかわる
会社を受験。
「NHK しか内定しなかったんです」と笑う村上さん。そ
れほどマスコミに固執していたわけではなかった。就職課
のマスコミ講座も「小論文を2回出しただけでした」。アナ
ウンス学院に通った経験もない。「そんな人間でも希望す
れば受かるんですね。後輩たちには，マスコミ業界は OB
が少ないから，といってあきらめないでほしい。とにかく
チャレンジすることです。後は新聞をしっかり読む習慣を
つけること。情報を取捨選択できるようになります」
1995年（平7）4月に入局。研修では「ニュースを読むこ
と」よりも「読んで伝えること」を中心に学んだ。6月に
秋田放送局に配属され，その後，毎日午後6時からの
ニュースを担当し，秋田の顔に。当時はちょっとした有名
人。「夕方のニュースは視聴率が14パーセントくらいある
んです。子どもにサインをねだられたり，スーパーで買い
物カゴをのぞかれたり……」
昨年8月に宇都宮放送局に異動し，現在は【首都圏いき
いきワイド】（午後5時5分～）の中の「いきいき中継」な
どを担当する。
「【ゆく年くる年】の生中継も経験しましたが，わずか数
分の放送のために何ヵ月もの準備を要し，100人以上のス
タッフがかかわるんです。アナウンサーはよく最終表現者
といわれ，その重責は常に感じています。将来は，この
ジャンルなら村上に……と言われるようになりたい。【の
ど自慢】の司会が目標です」と頼もしい。
「来月1月28日（日）に衛星第2で【おーい日本・今日は
とことん栃木県】が放送されます。県内のどこからかの生
中継を担当しますのでぜひ，ご覧ください」
NHK は約3年で転勤がある。いつかあなたの自宅の画面
で村上さんの人懐っこい笑顔に会えるかもしれない。
 （平成12年11月15日，362号）
⑬多面的な視点で日本企業をサポート
（デロイト トーマツ コンサルティング（株）新興国担当コンサ
ルタント　辻佳子さん（旧姓・内田），平成11年商学部卒）
タイ，バングラデシュ，マレーシアといったアジア新興
国に進出している日系企業をサポートする。月の半分は海
外出張。自らの目と耳と足で稼いだ情報「女流コンサルタ
ント　アジアを歩く」の記事は「ITMediaexecutive」サ
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イト（http://mag.executive.itmedia.co.jp/）のトップに掲
載され，「新興国のソーシャルメディアに最近注目してい
ます」と語る。
在学中はジャズサークル「MJA ブルーコーラル」の活
動に没頭。現在はプロとして活躍するドラムの吉岡大輔さ
ん（平11経済）など素晴らしいメンバーに囲まれ，ピアノ
の腕を発揮した。
コンピュータ関連の会社でプログラマーを5年経験。コ
ンサルティングの大手・アクセンチュアを経て，デロイト
トーマツコンサルティングに勤務。企業への IT サービ
ス，アウトソーシングおよび中国へのオフショア化，中長
期戦略，事業性評価などの提言を経験。現在は，アジア新
興国進出／撤退支援に注力している。「コンサルティング
業務を通して，日本市場の飽和化，日系企業の抱える課
題，日系企業の新興国進出失敗などの状況を目の当たりに
し，日系企業・日本の危機が迫っていると実感していま
す。成長期中の新興国市場をリアルに知るために，本業と
兼務で新興国訪問活動にも自己投資で励んでいます。本業
や活動を通して，一緒に成長していきたい，と思っていま
す」。
各国の政策，宗教，カルチャーを理解したうえで全体を
俯瞰し，多面的な視点から物事を捉える独自の視点が高い
評価を得ている。「日系企業のサポートは，日本の発展，
社会貢献につながるという意識で取り組んでいます。日本
人はアジアの中の立ち位置をもっと正確に把握し，意識を
改善していく必要があります」。
リサーチ兼通訳のアルバイトを海外の学生に依頼する機
会も多い。「彼らの志の高さは素晴らしい。日本の学生も
自ら実績を作って社会を変えていくという気概をもってほ
しいですね。志や心構えが変われば，それがやがて人生を
変えることにつながるはずです」。
 （平成23年5月15日，488号）
⑭中国での仕事は先入観を捨てて
（松下電器産業の「FA 制度」で海外営業にチャレンジ　小林龍
雄さん，平成12年商学部卒）
社内フリーエージェント（FA）制度に挑戦し，国内営
業から海外営業に転じたのが2年前。香港での家電製品の
商品企画，販売戦略を担う。「日本での『当たり前』が中
国ではあかんことが多い。先入観なしで臨んでいます」。
中国経済のダイナミズムを肌で感じながら「2年後の北京
五輪までに中国赴任を」と意欲を燃やす。
“格闘球技”ラクロスに打ち込んだ学生時代。独学で勉
強していた中国語を「核となるスキルにしたい」と休学
し，台北の大学に2年間，単身で語学留学した。現地の
人々と触れ合う機会に恵まれた。「台湾には義理と人情を
大切にする温かい人が多く，文化も中国本土とは違ってい
て，そこでの生活は貴重でした」。
就職は，語学を生かし「モノを作り，トレンドを生み出
す仕事を」とメーカーを中心に活動。「細やかな気配りで
接してくれた」松下電器産業に決めた。東京育ちで，本社
がある大阪は馴染みがなかったが，持ち前の柔軟性ですぐ
に，「商いの町」の水に溶け込んだ。
4年間の国内営業で量販店での乾電池販売を担当。培っ
た営業力を武器に，海外営業では香港の代理店とマーケ
ティングプランを企画・立案する。世界中のメーカーが参
入している香港。「高くても良いものは売れる」日本の感
覚での交渉は「Nomeaning」と一蹴される。日本では敬
遠される赤を基調とした製品が好まれたりする。「常に現
場を意識すること。そこの文化に応える製品を生み出す感
覚を養うこと」。最近は IH クッキングヒーターを海外初
の香港市場に登場させた。
中国の魅力は「若い世代の強い向上心」だ。夢をおくす
ることなく語る姿に接すると，学生時代の情熱を呼び覚ま
す。
「ビジネスは信頼関係の積み重ね」と実感。その上で
「自分を磨き，仕事以外での“引出し”を持つことが大
事」。後輩に送るメッセージでもある。
 （平成18年3月25日，426号）
